
Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成31年度

契約の方法 契約の相手方契約の目的 契約金額

鹿児島いずみ農業協同組合 34,000,000

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

基金造成 積立

番号 措置名

交付金事業の成果目標

阿久根市では，第5次阿久根市総合計画に基づき，市民の生命と財産を守るため，防災
力と危機管理体制の強化に取り組んでいます。現在の大型バスは，配備後２０年が経過
し，設備の不具合などの老朽化が著しく，バス車両の新たな更新が必要となっているた
め，本事業により，避難時の輸送体制など危機管理体制の充実に寄与することが期待さ
れ，地域住民の福祉の向上を図ることを目標とします。

交付金事業実施場所 阿久根市鶴見町地内

交付金事業の概要

各種行事や大会など，さまざまなイベントのほか，災害発生時等の緊急時に住民避難を
行う際に，多くの人数を長距離輸送可能なバスを導入して，防災機能の更なる充実を図
り，住民の福祉の向上を図るため，本事業に交付金を充当します。
　・大型バス　１台
　　【乗車定員（座席＋補助席＋乗務員）】56人（45+10+1）

総事業費 34,000,000 交付金充当額 34,000,000

交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備，
維持補修及び維持運営措
置

住民輸送用バス導入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業の成果指標 故障件数　H28実績1件　→　H30目標0件

交付金事業の成果及び評
価

本交付金の活用により，住民輸送用バス整備に要する経費に充当するための基金造成を行うことができ
ました。今回のバス整備により，高齢者の研修や様々なイベントでの使用のみならず，自然災害発生時
等の緊急時の避難誘導などの防災対策が充実・強化され，市民の安全・安心がより一層確保されること
から，地域住民の福祉の向上が図られると考えています。

交付金事業の契約の概要



無

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

市道槝之浦深田線他３路線整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

交付金事業実施場所 阿久根市大字鶴川内，脇本地内

交付金事業の概要

災害発生時等の緊急時の住民避難等を迅速・的確に対応し，道路の多重化を図るための
道路整備を行い，防災機能の更なる充実を図り，住民の福祉の向上を図るための市道整
備に交付金を充当します。
　・市道槝之浦深田線（L=360m，W=5.0m），市道尾城線（L=656m，W=5.6m）
　　市道愛宕鼻線（L=229m，W=3.7m），市道上原桐野線（L=124m，W=4.0m）

総事業費 85,000,000 交付金充当額 85,000,000

交付金事業の成果目標

阿久根市では，第5次総合計画に基づき，基本目標の一つとして「市民の生命と財産を
守る」として，防災力と危機管理体制の強化を掲げ，また「人やものの交流による経済
を活性化する」の推進に向けた施策として「効率的で安全な道路網を整備する」を掲
げ，市道の改良整備の促進に取り組むことにより，地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業の成果指標

番号 措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備，
維持補修及び維持運営措
置

2

平成32年度

市道改修が必要な道路延長：H28実績191.2km→H31目標179.8km

交付金事業の成果及び評
価

本交付金の活用により，市道整備に要する経費に充当するための基金造成を行うことができました。対
象路線が整備されることにより，地域住民の生活道路の安全性と災害時の避難・輸送路が確保され，自
然災害発生時等の緊急時の防災対策の充実・強化が図られ，市民の安全・安心の確保が図られることか
ら，地域住民の福祉の向上が図られると考えています。

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 鹿児島いずみ農業協同組合 85,000,000

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度



成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の概要

災害発生時等の緊急時の住民避難等を迅速・的確に対応し，道路の多重化を図るための
橋梁改修を行い，防災機能の更なる充実を図り，住民の福祉の向上を図るための橋梁整
備に交付金を充当します。
　・横ヶ倉橋（L=8.7m，W=3.7m），小漉橋（L=6.4m，W=3.7m），
　　尻無橋（L=16.8m，W=8.4m），第１鶴見橋（L=7.0m，W=16.0m）

交付金事業実施場所 阿久根市大字山下，脇本，大川及び鶴見町地内

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成32年度

交付金事業の成果及び評
価

本交付金の活用により，橋梁整備に要する経費に充当するための基金造成を行うことができました。対
象橋梁が整備されることにより，地域住民の生活道路の安全性と災害時の避難・輸送路が確保され，自
然災害発生時等の緊急時の防災対策の充実・強化が図られ，市民の安全・安心の確保が図られることか
ら，地域住民の福祉の向上が図られると考えています。

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 鹿児島いずみ農業協同組合 81,000,000

総事業費 81,000,000 交付金充当額 81,000,000

交付金事業の成果目標

阿久根市では，第5次総合計画に基づき，基本目標の一つとして「市民の生命と財産を
守る」として，防災力と危機管理体制の強化を掲げ，また「人やものの交流による経済
を活性化する」の推進に向けた施策として「効率的で安全な道路網を整備する」を掲
げ，橋梁整備の促進に取り組むことにより，地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業の成果指標 橋梁整備率：H28実績0.9％→H31目標4.5％

番号 措置名 交付金事業の名称

3

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿久根市

公共用施設に係る整備，
維持補修及び維持運営措
置

橋梁（横ケ倉橋他３橋）整備事業



　

　　を設けること。

（７）  成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については，第三者機関

　　等を活用した場合にあっては，第三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。

　（備考） （１）  事業ごとに作成すること。 

（２）  番号の欄は，事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）　交付金事業の成果目標の欄は，発電用施設周辺地域整備法第１条に規定する

　　同法の目的の趣旨を踏まえて具体的に記載すること。

（４）　交付金事業の成果指標の欄は，成果目標を踏まえて定量的な指標を記載する

　　こと。

（５）  交付金事業の成果及び評価の欄は，当該事業の説明及び交付申請時における

　　目標（進捗度利用量並びに効果）を出来る限り数値を用いて記載すること。

（６）  交付金事業の契約の概要の欄は，契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄


